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●アクセス
相鉄本線「三ツ境駅」下車 徒歩12分
または、三ツ境駅北口より相鉄バスにて
「中丸」バス停下車 徒歩約5分

■横浜市瀬谷区社会福祉協議会
　月～金曜日／9:00～17：00

■瀬谷区ボランティアセンター
　月～土曜日／9:00～17：00

■瀬谷区福祉保健活動拠点「パートナーせや」
　月～土曜日／9:00～21：00　日曜日・祝日／9:00～17：00（年末年始を除く）

●駐車場
26台　※障がい者用駐車場2台　
※台数に限りがありますので、できるだけ
　公共交通機関をご利用ください。

　前回の広報より参加させていただいています。今回の企画は、災害時の
状況を把握したり避難場所への移動が困難など、障がいを持った方々の
声をとりあげました。当事者や家族から直接お話しを聞かせていただきま
した。困っていることや要望など生の声を聴くことで学ぶことがたくさん
ありました。災害はいつ起こるか分かりません。普段からなじみの関係を
つくるためのコミュニケーションの大切さを痛感しました。（飯塚  陵子）

委 員 長●遠山  丈晴（瀬谷第四地区民児協）
副委員長●紅林 千津子（相沢地区民児協）
林　茂（南瀬谷地区社協）／米倉 令二（瀬谷区障害者団体連絡協議会）
飯塚 陵子（ワーカーズわくわく）

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により作成しています。

編 集後 記
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平成27年度 132団体に総額8,123,000円を助成しました。ほのぼのせや ふれあい助成金ほのぼのせや ふれあい助成金ほのぼのせや ふれあい助成金
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10月1日から「赤い羽根共同募金」が始まります。今年も皆さまのご協力をお願いいたします。
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配食サービス「たんぽぽの会」
特定非営利活動法人「せや」
グループ・男の手貸します
配食サービス木曜の会
配食サービスいなほ会
はあとの会
配食サービスかしわ会
配食サービス火曜の会
宮沢配食部会
おとなり会
相沢ふれあいサロンⅡ
このは会
M・Kサークル
ゆうゆうサロン富士見台
阿久和生活リハビリはまなすの会
宮沢ひまわり会
あやめ会
サロン「北の宿」
にこにこ会
ミニデイほのぼのサロン
もみじの会
阿久和北部連合デイサービスさくらんぼの会
喫茶バンブー
楽友会
ひよこサロン
カフェ・すずらん
サロンさわやか
瀬谷どんぐりの会
ふれあいサロン下瀬谷
金曜会
サロンたんぽぽ
音声訳グループつくしの会
アイの会
相沢ふれあいサロンⅠ

230,000
207,000
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189,000
186,000
186,000
184,000
184,000
26,000
86,000
86,000
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86,000
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77,000
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76,000
76,000
76,000
75,000
74,000
67,000
64,000
57,000
57,000
52,000
48,000
43,000
28,000
19,000
77,000
19,000
57,000

A：市民参加による地域福祉推進事業助成 お仲間サロンひなたぼっこ
サロンふらっと宮沢
サロン細谷戸運営委員会
ほっとサロンゆうあい
ゆうぎりサロン
ユートピアすこやかクラブ
元気倶楽部
ひなた山サロン井戸端
南部にこにこサロン
モボ・モガ　喫茶
県二サロンさくら
歌声ラウンジ宮沢
サロンよってってA
サロンよってってB
サロン中屋敷
楽老ハイツ自治会　楽老サロン
おさそい会
サロンスプリングガーデン南瀬谷
ふれあいサロン〈左馬〉
サロン・スマイル
ほっと三ツ境
サロン「なかよし」
喫茶だんらん
うたごえひろば
誰でもサロン一福
サポートクラブ　ニュータウン
本郷サロン
楽々金曜会

ほっぺ
障害者青年学級　新鮮組
コアラの会
和太鼓　ひびき
三ツ境MAX
インディーズ

57,000
57,000
57,000
57,000
57,000
57,000
57,000
57,000
57,000
57,000
57,000
57,000
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51,000
51,000
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43,000
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38,000
36,000
33,000
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16,000
16,000
48,000
43,000

86,000
77,000
77,000
76,000
69,000
69,000

B：障害当事者活動助成

C：福祉のまちづくり活動助成
相沢ふれあい食事会
阿久和南部高齢者食事会
阿久和北部お楽しみ食事会
瀬谷第一民児協あじさい会
すみれ会（ふれあい給食）
はつらつクラブ
ゆうスリー
つどいの広場「ほっとスペース」
瀬谷区手話サークル杉の会
本郷いきいき体操ピンコロ会
横浜にし・おやこ劇場わいわい
瀬谷マジッククラブ
特定非営利活動法人　あすなろ
本郷あじさい会
NPO法人　楽竹会
むつみ会
Star Dust Club
手話サークルさかいの会
瀬谷区傾聴ボランティア・えがお
国際交流Seya
瀬谷区知的障害理解啓発グループant mama
せや布えほんぐるーぷ
こどものもりプレイパーク
瀬谷北部あじさい会
ピンチをチャンスに！減災共助の会
交流フェスティバル実行委員会
瀬谷まほろば
にほんごせや
かたり部「わ」の会

67,000
67,000
67,000
67,000
67,000
67,000
67,000
67,000
67,000
67,000
67,000
60,000
67,000
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57,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
51,000
51,000
50,000
49,000
38,000
38,000

あじさいの会
瀬谷区聴覚障害者協会
瀬谷区障害者団体連絡協議会
ジャンプ
瀬谷区肢体障害者福祉協会

コスモサロン
瀬谷四丁目体操サークル
瀬谷第四地区女性のボランティア

リ・ブックセヤ
子育てサロンえむ
あくわキッズみなみ
二ツ橋第二　カローリング
アイエス
元気塾Do
第一サロン
楽老峰自治会見守り隊

43,000
43,000
43,000
43,000
39,000

28,000
28,000
25,000

38,000
36,000
28,000
28,000
19,000
9,000
28,000
28,000

MIX・.F・C
言葉を楽しむ会　こだま
TUKIICHI
ホップステップ
ふらっとb

68,000
64,000
59,000
40,000
86,000

瀬谷区老人クラブ連合会
瀬谷区障害者ふれあい交流会
瀬谷区子供会育成連絡協議会
瀬谷区ふれあい食事連絡会
横浜市母子寡婦福祉会　瀬谷支部

124,000
115,000
107,000
43,000
43,000

すくすく
ピッコロ
子育てサークル　たんぽぽ
子育てサークル　だるまの会
ありんこくらぶ
ぽこ・あ・ぽこ

24,000
24,000
24,000
17,000
19,000
14,000

にこにこ会
はつらつクラブ
特定非営利活動法人　あすなろ

19,000
19,000
19,000

D：障害者支援組織・障害当事者団体助成

F：子育てグループ

G：会場費特別加算

E：その他福祉団体及びボランティア活動の連絡会助成

あなたの町の

地区社協
あなたの町の

地区社協 瀬谷第四地区社協瀬谷第一地区社協阿久和南部地区社協

いざという時、
障がい者や高齢者の方 と々
どのように接すれば
良いでしょうか？
　９月は防災月間！多くの地域で防災訓練が行われています。
瀬谷区では、「顔の見える関係づくりから災害時の助け合いへ」
として、各地域で日頃から声を掛け合い、災害発生時に助け合
うことのできる関係づくりを進めています。
　災害発生時に、地域の障がい者の方や高齢者の方をどのよう
に受け入れ、何を準備すればいいのか、今回の特集を参考に、み
なさんで考えてみましょう。

防災特集：地域での関係づくりを考える

避難してきた高齢者や障がい者の
方の介助者が、黄色と緑のバンダ
ナを活用して訓練していました。

地域の障がい者施設の方が訓練
に参加し、民生委員児童委員に車
椅子を押してもらいながら放水訓
練を見学していました。

この助成金は、みなさまからの賛助会費・共同募金・善意銀行などを活用して、地域福祉の活動を応援しているものです。

　三ツ境小学校防災拠点では、「知ること」「体験すること」「備
えること」を合言葉に、活動を重ねてきました。
　近年では、地域ケアプラザ・区社協・民生委員児童委員のみなさ
んと連携して活動しています。実際の訓練では、車いす体験コーナ
ーや黄色と緑のバンダナの取り組み、せや活動ホーム太陽が訓練
に参加する際に民生委員児童委員が車椅子移動を補助、知的障
がいの理解啓発活動をしているant mamaによる講演会など、障
がい者や支援が必要な方への取り組みも進めています。

　災害時、なんらかの手助けが必要な人がそばにいたら、皆さんは
どうしますか？きっとなんとかしてあげたい気持ちと、どうすればい
いかわからないという気持ちが、交錯するのではないでしょうか。だ
からこそ、要援護者発で支援のポイントをお伝えすることが、いざと
いう時のパニックを軽減すると考え、啓発活動をしています。
（ピンチをチャンスに！減災共助の会　代表  金子美津子氏）

■地域防災拠点では ■地域にはこんな団体も！
ピンチをチャンスに！減災共助の会

地域の取り組みを調べてみました！！

第四地区のきずな高齢者サロン「ふくわ会」 第四地区のきずな

　災害は何時起こるかわかりませ
ん。日常の見守り活動の取組と連
携した災害発生時の支援体制づく
りに連合自治会と一体となって取
り組んでいます。
　高齢者の支援として女性のボラ
ンティア活動や引きこもりがちな
高齢者が自由に集まるサロン等で
の交流を進めています。第３期地域
福祉保健計画では子ども、障がい
者の支援についても取り組めるよ
う話し合いを進めています。

高齢者サロン「ふくわ会」

　毎月第2水曜日、1人暮らしの
高齢者を対象に相互のふれあ
いと懇親を目的に開催していま
す。参加者は平均40名で、カラ
オケやゲーム、演奏会など毎回
趣向を凝らしたプログラムを実
施しています。ボランティアの
名司会で進行するプログラム
で、会場は参加者の皆さんの笑
顔や笑い声がいっぱいで、楽し
い一時を過ごしています。

　平成25年度より〝障害児者・支援
者ネットワーク″を立ち上げ、障が
いのある方も地域の防災訓練へ参
加することで、施設への理解や障
がいのある方を含めた地域の見守
りについて考えてもらえるよう働
きかけてきました。
　現在は阿久和南部地区内にある
全ての障がい関係施設・グループホ
ームがネットワークへ参加いただけ
るようになりました。話し合いの中
で地域との情報共有を行い、ネット
ワークの輪が広がってきています。

障がいのある方も
住みやすい地域をめざして
障がいのある方も
住みやすい地域をめざして

ピンチをチャンスに！減災共助の会（ピンチャン会）とは
災害時に大きな被害を受けやすい高齢者・乳幼児・妊産婦・障がい者
・外国人などが日頃から周辺と連携協力し共に助け合うことにより、
災害による被害をできるだけ小さくする取り組み「減災」を目指し
て活動しています。地域で啓発活動も行っていますので、チラシ等
ご覧になられた際は、ご参加ください。



収入 61,759,235円

支出 58,058,671円

　瀬谷区地域福祉保健計画は、暮らしやすいまちづくりを目指した区民の
皆さん一人ひとりに関わりのある計画です。瀬谷区では第１期、第２期を通
じてそれぞれの課題解決のために様々な活動や取組が行われてきました。
平成２８年度を初年度とする平成３２年までの５年間の第３期計画を現在策定

中です。
　地域福祉保健計画は、地区
連合エリアの１２地区ごとに作
られる「地区別計画」と、地区
別計画を支え、瀬谷区全体の
共通課題に取り組む「全域計
画」から構成されています。

（左）全域計画（中間案）についての区民意見募集
　　（募集は締め切っています）
（右）「地区別計画策定・推進にあたって」の冊子

みんなでつくる
　　みんなのしあわせ

第３期瀬谷区地域福祉保健計画第３期瀬谷区地域福祉保健計画

平成２８年２月２７日(土)に瀬谷公会堂において、策定された第３期計画の
シンポジウムを開催する予定です。

■予め準備しておきたいもの

2 3

会費 16.5%

受託金 42.2%

事業収入
4.0%

その他の収入
4.3% 繰入金

12.2%

繰出金
13.0%

共同募金
配分金
10.2%

寄付金
2.0%

人件費 24.7%

事務費
7.8%

事業費 28.3%

助成金 25.5%

その他の支出
0.7%

補助金 8.6%

瀬谷区社協 決算報告平成26年度

ボランティア
バス報告
第8弾

こんな方々に聞いてみました！！

防災イベントに参加してみました！！

皆様の声を参考に考えてみました！！

東日本復興支
援

戸建てにお住まいの方は…
家や塀が倒れて避難が困難にな
ることが心配。また、情報が届か
ず、被害状況などがわからなくな
ることも心配。班の人たちの所在
が確認できるよう、日頃のお付き
合いを大切にしたい。

重度身体障がい者の方は…
自分で動くことができないので、
まずは居場所に気づいてもらう
ことが一番大切。防災拠点に移
動するより、自宅で過ごすことが
できればありがたい。

重度身体障がい者の家族の方は…
災害時に障がい者を受け入れて
くれる場所を確保し、その情報発
信をしてくれるとありがたい。そ
の拠点に看護師がいるかなど医
療対応ができるかどうかも情報と
して必要。

精神障がい者の方は…
精神障がい者は薬を毎
日欠かさず必要としてい
るが、交通手段がなくな
った場合に手に入れるこ
とができない。災害時の
薬の入手手段を整えて
ほしい。

施設の方は…
町内会、自治会に地域に障がい者の施設があ
ること（所在地、障がいの区分、人数程度のこ
と）を知っていてほしい。日頃から地域の方と
少しでも接することで、声掛けをためらうこと
のないよう相互理解を深めたい。

作業所の方は…
作業所でも年に
２，３回の防災訓
練をしているが、
地域との連携の
必要性を感じる。

グループホームの方は…
グループホームとして
防災訓練に参加してい
るが、地域と接する良
い機会となっている。

精神障がい者の方は…
非常時にパニックにな
り、今まで抑えられてい
た病気の症状が出てし
まったときに、どのよう
な援助が受けられるか
知りたい。医師、もしくは
カウンセラーなど、話を
聞いてくれる人がほし
い。

知的障がい者の方は…
ゆったりした言葉や動き
の人もいるので、個々人
のペースに合わせて対応
をしてほしい。不確定な
見込みや予定など情報
量が多いと混乱するの
で、確定したことを教えて
ほしい。

視覚障がい者の方は…
一人だとどこへ移動したらよいか分からない
ので、家から避難所まで誘導してほしい。トイ
レや配給物資の調達などでもお手伝いをして
ほしい。障がい者が過ごしやすい環境の避難
所を整えてほしい。

聴覚障がい者の方は…
連絡事項がある時に放送
などでは分からないので
紙で貼りだしてほしい。ま
た手話ができなくても筆
談できるので、情報を教
えてほしい。手話をできる
人が名札や印をつけてい
てくれると助かる。

集合住宅にお住まいの方は…
若い人たち（中学生など）
が付き添って適確な誘導
をしていただきたい。集合
住宅の排水管等が使用で
きなくなった時に、調理や
トイレ等共同で利用できる
ものを用意していただく必
要があると思う。

子育て世帯の方は…
子どもを連れて荷物を
抱えて移動できるか不
安なため、移動時のサ
ポートをしてほしい。配
給物資をもらうために並
ぶ際に子どもを預かって
くれたり、物資を配りにき
てくれると助かる。

子育て世帯の方は…
避難所で生活する際、子
育て家庭が集まるような
区割りにしてほしい。子
ども同士が遊べたり、泣
き声を気にせず過ごせる
方が、子どもも親もストレ
スが少なくなると思う。

外国人の方は…
住んでいる地域の防災
訓練に参加しているの
で、あまり心配はしてい
ない。また緊急時は団
地の住民で行動するこ
とになると思うので、不
安は少ない。

外国人の方は…
分かりやすい日本語で話
しかけてほしい。避難所
がどこにあるか、困ったと
きは誰に聞けばよいか、
学校との連絡方法など分
からないことが多いので、
手引きがあると助かる。

高齢者の方々の声

①黄色と緑のバンダナ
　各地域防災拠点に100枚ほど保管されてい
　ます。支援してほしい人は黄色、支援できる
　人は緑色のバンダナをつけ、目印にします。

②コミュニケーションボード
　障がいのある人が、避難場所などで過ごすときに周囲の
　方々と必要な情報をやりとりするための絵記号等を掲載
　しています。「横浜市社会福祉協議会障害者支援センタ
　ー」のホームべージで、ダウンロードしたりオリジナルの
　ボードを作成することができます。

　避難所開設と受付の訓練、オリエンテーションでは、地震
発生時の避難場所、飲料水の備蓄促進・応急給水拠点、トイ
レパックの使用等の説明を受けました。避難所では、段ボ
ールベッドの組み立てや、段ボールを使用した家族のスペ
ースを作る体験をしました。
　昼食時は配布訓練と試食をし、また、参加者が持参した
「非常用持出し袋」の情報交換、意見交換もありました。さ
らには区内の施設からの参加もあり、子どもたちの起震車
体験もありました。それぞれの場面において、約70人の参
加者が協力して避難所訓練を行いました。
　今回の避難所を再現したワークショップへの参加によっ
て、災害時の心構えや様々な技術を学ぶことができました。

障がい者の
方々の声!!

子育て世帯･
外国人の方々
の声

釜石市の山奥の清流で、瀬谷と釜石
の小学生が一緒に川遊び。お互いす
ぐに仲良くなって最後はみんなずぶ
濡れ！

水揚げの後、小学生と高校生は「瀬
谷丸」に乗せてもらって大槌湾内を
一周。ひょっこりひょうたん島のモデ
ルになった蓬莱島も間近で見ました。

瀬谷区の七夕灯篭祭り実行委員会から
いただいた灯篭にみんなで絵付けを
し、食事の時に点灯しました。灯篭の温
かい火につつまれて会話も弾みました。

仮設住宅での調理の様子。釜石高校
の生徒と二俣川看護福祉高等学校の
生徒が仲良く一緒に野菜を切っていま
した。男子は外で魚さばきに苦戦中！

皆様からのご協力を受けて、瀬谷区社協は様々な事業を展開
しています。今後ともご指導のほどよろしくお願いします。

　今回のボランティアバスは、新たな取り組みとして、瀬谷区の子ども
会と共催し、５人の小学生が参加し、釜石市の仮設住宅の子ども達と
一緒にじゃがいもほりや川遊びを楽しみました。また、大槌町を訪れ、
瀬谷区民から寄贈された漁船「瀬谷丸」による魚の水揚げを見学し、
小学生と高校生は「瀬谷丸」に乗せていただきました。
　その後、以前からお伺いしている仮設住宅で、「瀬谷丸」から分け
ていただいた魚と子どもたちが採ったじゃがいもを現地の方と一緒に
調理し、食事をしながら交流会を行いました。釜石高校の生徒が今回
も４名ボランティアとして参加し、調理の手伝いやかき氷づくりなど、瀬
谷区の方たちと一緒に楽しみながら活動をしました。

平成２7年
7月31日（金）～8月2日（日）
２泊３日（車中１泊）
参加34名
（うち高校生14名・小学生5名）

８回目の瀬谷ボランティア
バスは、小学生が初参加！
８回目の瀬谷ボランティア
バスは、小学生が初参加！
８回目の瀬谷ボランティア
バスは、小学生が初参加！

日時●７月31日（金）  10:00～15：00
場所●瀬谷消防署 訓練室等（瀬谷区総合庁舎１階）
主催●Seya防災ネットワーク分科会
　　　ピンチをチャンスに！ 減災共助の会

いざという時は、自分が頼り！
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